




□
出
納
検
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
４
月
か

ら
６
月
ま
で
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
例
月
出
納

検
査
を
実
施
し
た
結
果
、

出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
、
異
状
な
い
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

追
加
議
案

◆
議
員
の
派
遣

決
定

議
員
の
派
遣
を
決
定
し

ま
し
た
。

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員

研
修
会
及
び
視
察
研
修

（
７
月
４
日
〜
５
日
札
幌

市
・
千
歳
市
　
全
議
員
）

○
道
内
行
政
視
察
研
修

（
８
月
19
日
〜
20
日
池
田

町
・
帯
広
市
・
鹿
追
町

全
議
員
）

○
北
海
道
町
村
議
会
広
報

研
修
会
（
８
月
21
日
〜

22
日
札
幌
市
　
西
山
議
員

（
議
会
広
報
特
別
委
員
会

副
委
員
長
））

上
川
中
部
消
防
組
合
及

び
伊
達
・
壮
瞥
学
校
給
食

組
合
の
解
散
脱
退
、
道
央

廃
棄
物
処
理
組
合
の
加
入
、

ま
た
、
上
川
中
部
消
防
組

合
の
解
散
に
よ
り
、
鷹
栖

町
と
上
川
町
が
加
入
、
滝

川
地
区
広
域
消
防
事
務
組

合
に
赤
平
市
が
加
入
す
る

こ
と
に
伴
う
脱
退
に
よ
り

規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
規

約
の
変
更

原
案
可
決

上
川
中
部
消
防
組
合
及

び
伊
達
・
壮
瞥
学
校
給
食

組
合
の
脱
退
、
道
央
廃
棄

物
処
理
組
合
の
加
入
に
伴

い
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦
（
議
会
推
薦
）原

案
可
決

平
成
26
年
７
月
19
日
に

任
期
満
了
と
な
る
農
業
委

員
会
委
員
に
得
城
美
惠
さ

ん
（
柏
丘
・
再
任
）
と
畠

山
由
子
さ
ん
（
大
谷
・
再

任
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
26
年
７
月

20
日
か
ら
平
成
29
年
７
月

19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

報
　
　
　
告

□
専
決
処
分
の
報
告

報
告
了
承

公
用
車
の
物
損
事
故
に

伴
い
、
相
手
側
に
対
す
る

損
害
賠
償
額
の
決
定
と
和

解
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

□
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画
の
策
定

報
告
了
承

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
の
規

定
に
よ
り
訓
子
府
町
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

□
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
（
平
成
25
年
度
一
般
会

計
予
算
）
の
報
告報

告
了
承

次
の
６
事
業
の
事
業
費

計
１
億
２，

４
４
６
万
８

千
円
を
平
成
26
年
度
に
繰

り
越
し
た
旨
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

・
道
営
訓
子
府
北
西
地
区

農
地
整
備
事
業

・
道
営
柏
丘
北
地
区
農
地

整
備
事
業

・
道
営
訓
子
府
高
園
地
区

農
地
整
備
事
業

・
道
営
草
地
整
備
事
業

・
旧
訓
子
府
駅
周
辺
整
備

事
業

・
公
営
住
宅
建
設
事
業

□
ふ
る
さ
と
お
も
い
や
り

寄
付
金
等
の
運
用
状
況
報

告

報
告
了
承

平
成
25
年
度
の
ふ
る
さ

と
お
も
い
や
り
寄
付
金
等

の
運
用
状
況
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

□
教
育
委
員
会
の
活
動
状

況
に
関
す
る
点
検
・
評
価

報
告

報
告
了
承

教
育
委
員
会
か
ら
平
成

25
年
度
の
活
動
状
況
に
関

し
て
、
点
検
・
評
価
し
た

旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
等

◆
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正

原
案
可
決

地
方
税
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。

（
法
人
税
割
の
税
率
の
引

下
げ
、
軽
自
動
車
税
の
税

率
の
引
上
げ
等
）

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更

原
案
可
決



高
齢
者
に
と
っ
て
、

存
在
感
を
持
つ
こ
と
は
、

心
身
の
健
康
を
保
つ
上
で

大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
発
見
や
目
標
に

向
か
う
ワ
ク
ワ
ク
感
を
持

ち
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

施
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
①
現
況
施
策
の
評
価

と
課
題
　
②
楽
し
く
参
加

し
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
り
、

８
９
６
の
自
治
体
が
消
滅

す
る
可
能
性
の
発
表
が
あ

っ
た
が
、
人
口
が
減
少
す

る
ほ
ど
自
治
体
の
役
割
が

高
ま
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
町
の
老
年
人
口
は

33
・
６
％
で
今
後
10
年

間
横
ば
い
で
推
移
し
ま
す
。

高
齢
者
対
象
の
施
策
は

「
生
き
が
い
づ
く
り
」、「
健

康
づ
く
り
」
と
「
介
護
支

援
対
策
」
の
視
点
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
が
広
が
り
を
見
せ
て

定
着
し
、
仲
間
づ
く
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
な
ど
の

福
祉
活
動
や
事
業
と
、
介

護
支
援
対
策
事
業
で
の
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

各
施
策
へ
の
参
加
者
の

高
齢
化
や
減
少
の
状
況
に

あ
り
ま
す
。

選
択
肢
の
多
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
原
因
だ
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
参
加
推

奨
の
た
め
に
も
新
し
い
生

涯
学
習
・
福
祉
活
動
の
提

案
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
の
登
録
も
多
い
状

況
で
す
。

高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
に

も
取
り
組
む
が
、
Ｉ
Ｔ
技

術
の
伝
授
な
ど
高
齢
者
と

若
者
の
交
流
の
場
も
必
要

と
考
え
ま
す
。

定
住
化
を
見
通
し

た
住
環
境
整
備
を
、
長
期

的
展
望
を
持
っ
て
対
処
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

空
家
対
策
の
進
捗
状
況

と
町
営
住
宅
の
維
持
管
理

上
の
課
題
や
今
後
の
住
宅

整
備
の
考
え
方
は
。

空
家
は
、
町
内
会

61
軒
、
実
践
会
29
軒
で

利
活
用
可
能
な
物
件
は

51
％
で
利
用
困
難
な
物
件

が
49
％
で
す
。

空
家
対
策
と
は
、
生
活

環
境
の
向
上
と
防
災
・
防

犯
上
の
危
険
性
回
避
の
た

め
取
り
壊
し
等
強
制
的
な

助
言
指
導
勧
告
等
を
行
う

こ
と
と
二
つ
目
は
、
利
活

用
可
能
な
空
家
の
二
次
的

利
用
を
促
進
す
る
制
度
の

構
築
で
す
。

「
空
家
対
策
特
別
措
置

法
案
」
の
行
方
を
注
視
し

総
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

町
営
住
宅
も
設
備
更
新

が
増
え
財
源
確
保
が
課
題

の
一
つ
、
ま
た
修
繕
と
建

て
替
え
の
見
極
め
も
課
題

と
い
え
ま
す
。

住
宅
規
模
と
入
居
者
数

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

な
い
と
い
う
、
管
理
す
る

側
で
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

第
６
次
訓
子
府
町
総
合

計
画
の
中
で
、
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
な
ど
の
建
設

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ

ー
ス
の
設
置
も
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
営
住
宅
敷
地
内

で
の
私
物
放
置
が
散
見
さ

れ
る
が
対
応
に
つ
い
て
は
。

放
置
は
か
な
り
以

前
か
ら
あ
り
所
有
者
に
処

分
の
要
求
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
費
用
負
担
を
求
め
る
対

応
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上原議員

上
原

町
長

上
原

町
長

上
原

町
長

教
育
長



市
街
地
区
も
日
出

地
域
も
店
の
灯
り
が
消
え

て
不
便
で
心
細
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
振
興
策
、
買

物
支
援
策
を
ど
う
考
え
ま

す
か
。

高
齢
者
の
足
の
確

保
と
し
て
「
路
線
バ
ス
高

齢
者
利
用
支
援
事
業
」
や

「
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用

サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
て

い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
買
い
物
弱

者
対
策
、
支
援
の
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
、
全
町
挙

げ
て
の
ま
ち
の
振
興
策
や

支
援
策
を
早
期
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

今
年
で
開
館
30

周
年
を
迎
え
る
図
書
館
の

振
興
計
画
に
基
づ
く
そ
の

具
体
策
を
伺
い
ま
す
。

初
め
に
、
今
ま
で
ま
ち

づ
く
り
に
果
た
し
て
き
た

役
割
と
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
が
目
指
す
も
の
は
何
で

す
か
。

本
町
の
図
書
館

は
、
昭
和
26
年
11
月
に

公
民
館
図
書
室
と
し
て
歩

み
出
し
、
33
年
後
の
昭
和

59
年
11
月
に
現
在
の
場

所
に
開
館
し
ま
し
た
。

「
住
民
一
人
あ
た
り
の

貸
出
率
」
は
、
昭
和
60
年

度
と
、
昭
和
62
年
度
か
ら

平
成
５
年
度
ま
で
７
年
連

続
で
、
通
算
８
回
日
本
一

を
達
成
し
ま
し
た
。

図
書
館
に
は
町
民
が
本

と
出
合
う
「
本
棚
」
と
し

て
の
役
割
と
町
民
が
気
軽

に
集
え
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
」
と
し
て
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。

今
後
も
町
民
に
必
要
と

さ
れ
る
図
書
館
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、
積
極
的
な

活
動
と
健
全
な
運
営
に
努

め
ま
す
。道

内
と
管
内
の
公

立
図
書
館
の
設
置
状
況
は
。

過
去
と
比
較
で

い
う
と
、
平
成
14
年
４
月

は
道
内
の
49
・
１
％
で
し

た
が
、
今
年
の
４
月
で
は
、

54
・
７
％
の
市
町
村
で
設

置
し
て
い
ま
す
。

全
道
１
４
３
館
の
内
、

市
が
69
、
町
村
が
74
で
す
。

管
内
は
18
市
町
村
の
内

15
市
町
村
の
21
館
で
す

が
図
書
室
も
含
め
る
と
全

て
で
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
ど
の
よ
う
に

建
設
計
画
を
進
め
ま
す
か
。

図
書
館
振
興
計

画
を
受
け
、
平
成
24
年
６

月
に
職
員
で
構
成
す
る
建

設
計
画
検
討
会
議
を
設
置

し
、
来
年
３
月
の
建
設
計

画
策
定
に
向
け
て
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

北
電
所
有
地
の
取
得
も

８
月
を
め
ど
に
売
買
契
約

の
締
結
を
し
、
こ
れ
に
よ

り
取
得
後
の
総
敷
地
面
積

は
約
２，

２
２
０
㎡
で
す
。

各
学
校
図
書
と
の

連
携
は
。

各
学
校
図
書
館

担
当
教
諭
と
意
見
・
情
報

交
換
を
行
う
場
と
し
て
、

今
年
度
「
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
会
議
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

今
後
も
学
校
と
図
書
館

が
情
報
を
共
有
し
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
本
と
親
し
む
機
会
の

確
保
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
と
課

題
は
。

「
学
校
と
の
連

携
」「
児
童
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
」「
乳
幼
児
へ
の

サ
ー
ビ
ス
」、
福
祉
保
健

課
に
よ
る
「
各
種
支
援
」

の
取
り
組
み
、「
図
書
館

宅
配
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
サ

ー
ビ
ス
内
容
の
周
知
と
充

実
に
努
め
ま
す
。

課
題
は
、
電
子
書
籍
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
導

入
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
の
整
備
で
す
。

西山議員

西
山

教
育
長

西
山

西
山

教
育
長

教
育
長

西
山

西
山

教
育
長

西
山

教
育
長

町
長



連
団
体
・
北
見
歯
科
医
師

会
、
直
近
で
は
25
年
度
に

北
見
地
方
石
油
業
協
同
組

合
・
全
国
小
さ
く
て
も
輝

く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
加

入
町
村
・
陸
上
自
衛
隊
美

幌
駐
屯
地
、
ま
た
姉
妹
町

の
高
知
県
津
野
町
と
も
締

結
し
て
い
ま
す
。

締
結
に
あ
た
っ
て
は
、

町
と
相
手
先
が
締
結
す
る

も
の
と
町
村
会
な
ど
複
数

の
自
治
体
と
相
手
先
が
締

結
す
る
も
の
と
の
２
つ
の

形
態
が
あ
り
ま
す
。

協
定
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
物
資
の
提
供
、

職
員
派
遣
、
被
害
状
況
の

把
握
や
情
報
提
供
、
復
旧

工
事
な
ど
相
手
先
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り

ま
す
。

特
に
陸
上
自
衛
隊
員
が

派
遣
さ
れ
る
際
に
は
本
町

を
含
め
各
市
町
に
居
住
す

る
留
守
家
族
に
対
す
る
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
、
ま
た
姉
妹
町
の
津
野

町
と
は
相
互
の
町
が
被
災

し
た
場
合
だ
け
で
は
な
く

近
隣
自
治
体
か
ら
被
災
者

を
受
け
入
れ
た
場
合
も
応

援
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
各
種
協
定

以
外
に
今
後
必
要
と
考
え

る
事
項
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
も
の
を
考
え
て
い
る

の
か
。

災
害
対
策
に
つ
い

て
は
万
全
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
災
害
が

起
き
た
と
き
に
何
よ
り
も

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
そ
し
て
「
可
能
で
あ

れ
ば
近
く
の
人
を
助
け

る
」
と
い
っ
た
防
災
意
識

を
高
め
る
こ
と
も
含
め
、

家
庭
や
地
域
の
防
災
力
を

よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

一
方
で
非
常
時
の
持
出

品
や
備
蓄
品
の
準
備
、
防

災
教
育
や
訓
練
の
実
施
、

避
難
場
所
や
避
難
経
路
の

確
認
な
ど
を
行
う
た
め
の

知
識
や
実
践
す
る
機
会
の

提
供
、
住
宅
耐
震
改
修
支

援
な
ど
に
よ
る
住
ま
い
の

安
全
確
保
、
災
害
に
備
え

る
手
助
け
と
な
る
災
害
関

連
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
普
及
な
ど
行
政
と

し
て
自
主
的
な
取
り
組
み

を
促
す
こ
と
や
活
動
環
境

を
整
え
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

余湖議員

災
害
時
に
お
け
る

各
種
機
関
と
の
協
定
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

災
害
時
に
お
け
る

応
援
、
相
互
協
力
な
ど
の

協
定
に
つ
い
て
は
現
時
点

で
15
の
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

相
手
と
し
て
は
平
成

10
年
５
月
に
訓
子
府
郵

便
局
、
11
年
４
月
に
日

本
水
道
協
会
北
海
道
地
方

支
部
と
協
定
を
結
ん
で
以

降
、
北
海
道
及
び
市
町
村
、

北
海
道
開
発
局
と
い
っ
た

行
政
機
関
の
ほ
か
、
生
活

協
同
組
合
・
訓
子
府
建
設

業
協
会
・
飲
料
メ
ー
カ

ー
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
電
気
関

余
湖

町
長

町
長

余
湖



平
成
28
年
の
開
園

を
目
指
し
て
、
こ
ど
も
園

の
概
要
が
決
ま
っ
た
が
、

開
園
に
先
が
け
て
整
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
の
対
応
は
。

新
制
度
へ
の
移

行
に
は
、
国
の
基
本
指
針

に
基
づ
い
て
、
地
域
の
保

育
需
要
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
多
く
の
意
見
を
聴
い

て
事
業
計
画
を
策
定
中
で

す
。

教
諭
・
保
育
士
・

臨
時
保
育
士
な
ど
の
職
員

の
身
分
や
待
遇
の
条
件
整

備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
ま

す
か
。

新
制
度
で
は
保

育
教
諭
の
処
遇
・
待
遇
の

改
善
と
合
わ
せ
、
教
育
・

保
育
の
質
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
施
設

面
と
運
営
面
の
両
方
の
観

点
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

「
子
育
て
の
ま
ち
訓

子
府
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

若
年
者
に
移
住
し
て
も
ら

う
よ
う
な
考
え
は
。

私
の
政
策
の
柱
の

一
つ
で
も
あ
る
「
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
育
ち
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
町
を
つ
く
り

ま
す
」
に
向
け
て
施
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
す
。

東
京
で
街
路
樹
の

枝
が
落
ち
て
子
ど
も
に
当

た
り
、
怪
我
を
し
た
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

樹
木
の
管
理
が
行
き
届

か
な
い
と
思
い
が
け
な
い

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

本
町
に
も
多
く
の
公
園

や
街
路
樹
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
樹
木
管
理
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

近
年
の
異
常
気
象

に
よ
る
季
節
は
ず
れ
の
豪

雪
や
強
風
に
よ
り
、
枝
が

落
下
す
る
事
例
が
相
次
ぎ
、

危
険
樹
木
伐
採
を
行
い
ま

し
た
。

巡
回
調
査
や
地
域
か
ら

の
情
報
提
供
を
受
け
、
そ

の
都
度
対
応
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
園
や
小
学
校
に

あ
る
巨
大
木
は
、
人
の
往

来
も
多
く
、
枝
が
折
れ
た

り
倒
木
し
た
ら
大
事
故
に

な
る
の
で
、
昨
年
、
樹
木

医
に
指
導
・
助
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
樹
木
医
に
よ
る

定
期
診
断
を
受
け
る
ほ
か
、

気
に
な
る
症
状
を
発
見
し

た
都
度
、
専
門
業
者
に
診

て
も
ら
う
な
ど
適
正
な
管

理
に
努
め
ま
す
。

街
路
樹
が
伸
び
て

電
線
や
電
話
線
な
ど
に
か

か
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る

が
そ
の
対
応
は
。

電
線
は
危
険
な
の

で
北
電
に
通
報
し
て
枝
お

と
し
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
の
通
信
線

に
つ
い
て
は
、
町
道
に
か

か
る
物
は
町
が
管
理
し
て

い
ま
す
。新

た
に
整
備
す
る

銀
河
公
園
の
樹
木
選
定
の

考
え
方
は
。

基
本
的
に
は
今
あ

る
樹
木
の
移
植
を
考
え
て

い
ま
す
が
、
日
陰
・
緑

化
・
花
を
見
る
な
ど
を
考

え
て
計
画
的
に
管
理
し
て

い
き
ま
す
。

町
内
に
あ
る
保
存

樹
木
の
管
理
状
況
及
び
史

跡
な
ど
次
世
代
に
残
す
物

の
見
直
し
整
備
の
考
え
は
。

保
存
樹
木
は
24
本

あ
り
、
所
有
者
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。

史
跡
に
つ
い
て
は
、

12
カ
所
に「
史
跡
標
示
板
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

開
基
１
２
０
年
の
節
目

に
合
わ
せ
て
、
後
世
に
伝

え
残
す
も
の
を
調
査
整
理

し
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

河端議員

河
端

町
長

河
端

町
長

町
長

河
端

町
長

町
長

河
端

河
端

河
端

河
端

教
育
長

教
育
長



本
来
、
恒
常
的
な

仕
事
は
正
規
職
員
が
担
う

も
の
と
考
え
て
い
る
が
、

一
気
に
臨
時
職
員
が
正
職

員
に
な
ら
な
い
と
い
う
現

実
も
わ
か
る
が
、
専
門
職

に
つ
い
て
は
通
年
雇
用
に

す
る
こ
と
で
専
門
的
技
能

や
経
験
が
よ
り
生
か
さ
れ
、

役
場
職
員
と
し
て
の
役
割

が
発
揮
で
き
る
と
思
う
の

で
検
討
で
き
な
い
か
。

臨
時
職
員
の
通
年

雇
用
に
つ
い
て
は
、
仕
事

の
量
と
行
政
需
要
を
考
慮

し
て
雇
用
し
て
い
る
実
態

に
あ
る
の
で
理
解
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

保
育
園
保
育
士
や

幼
稚
園
保
育
指
導
員
、
あ

る
い
は
土
木
や
牧
場
技
能

員
の
通
年
雇
用
に
つ
い
て
、

町
民
に
対
す
る
奉
仕
者
と

し
て
の
職
務
を
高
め
る
う

え
で
も
検
討
し
て
は
。

土
木
や
牧
場
技
能

員
に
つ
い
て
通
年
雇
用
と

い
う
の
は
難
し
い
。
そ
れ

ぞ
れ
10
カ
月
の
中
で
や
り

く
り
し
て
仕
事
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
こ
と
と
、
可

能
な
限
り
本
町
の
職
員
と

し
て
生
活
で
き
る
状
況
を

確
保
す
る
た
め
に
努
力
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

保
育
士
や
保
育
指
導
員

に
つ
い
て
は
、
早
け
れ
ば

平
成
27
年
度
か
ら
雇
用
の

実
態
を
改
善
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
24
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の

３
年
間
を
計
画
期
間
と
し

た
第
３
期
障
が
い
福
祉
計

画
が
策
定
さ
れ
事
業
が
推

進
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

中
で
本
町
の
障
が
い
福
祉

施
策
の
今
後
に
向
け
て
の

課
題
と
そ
れ
に
対
し
て
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

最
近
、
同
居
す
る

親
の
高
齢
化
に
よ
り
、

30
代
か
ら
40
代
の
障
が

い
を
持
つ
方
の
施
設
入
所

や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の

入
所
に
関
す
る
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。

福
祉
友
の
会
か
ら
、
町

内
に
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、

町
と
し
て
も
一
定
の
結
論

を
出
す
時
期
に
き
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
状
と
し
て
は
、
近
隣

市
町
村
の
事
業
所
と
の
連

携
・
連
絡
を
密
に
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
へ

の
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

第
４
期
障
が
い
福

祉
計
画
策
定
を
ど
の
よ
う

な
考
え
方
で
取
り
組
む
の

か
。
ま
た
利
用
者
ニ
ー
ズ

を
当
事
者
の
生
活
実
態
含

め
ど
う
把
握
す
る
の
か
。

11
月
頃
に
福
祉
友

の
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
「
き
ら
り
」
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
「
障
が
い
者
総
合

支
援
協
議
会
」
を
開
催
し
、

計
画
素
案
の
説
明
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
の
協

議
後
、
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
約
３
６
０
名
に

対
し
、
心
身
の
状
況
や
生

活
環
境
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
確
認
す

る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

そ
れ
を
基
に
計
画
原
案

を
作
成
し
、
来
年
２
月
頃

に
開
催
す
る
「
第
２
回
障

が
い
者
総
合
支
援
協
議

会
」
に
お
い
て
確
定
し
ま

す
。

工藤議員

工
藤

町
長

工
藤

町
長

工
藤

工
藤

町
長

町
長







町
議
会
議
長
と
し
て
、
７
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

に
対
し
て
、
６
月
５
日
に
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
た
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
総
会
に

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
憲
治
議
長

自
治
功
労
者
表
彰
受
賞

町
議
会
議
員
と
し
て
、
15
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

に
対
し
て
、
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
、
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、
６
月
18
日
第

２
回
定

例
会
に

お
い
て
、

橋
本
議

長
よ
り

表
彰
状

が
伝
達

さ
れ
ま

し
た
。

小
林
一
甫
議
員
・
佐
藤
静
基
議
員
・

山
本
朝
英
議
員

自
治
功
労
者
表
彰
受
賞



□

５
月
８
日
（
木
）

○

第
１
回
臨
時
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

□

６
月
３
日
（
火
）
・
18

日
（
水
）

○

第
２
回
定
例
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

□

６
月
25
日
（
水
）

○

第
２
回
臨
時
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

□

５
月
27
日
（
火
）

○

所
管
事
務
調
査
の
調

査
事
項
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

□

６
月
４
日
（
水
）

○

第
２
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

っ
た
。

□

７
月
９
日
（
水
）

○

所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

□

５
月
26
日
（
月
）

○

所
管
事
務
調
査
の
調

査
事
項
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。

□

６
月
４
日
（
水
）
・
10

日
（
火
）

○

第
２
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

っ
た
。

□

７
月
８
日
（
火
）

○

所
管
事
務
調
査
を
行

っ
た
。

□

６
月
18
日
（
水
）

○

「
議
会
だ
よ
り
」
第

１
８
１
号
の
問
題
提
起
、

次
号
の
掲
載
予
定
記
事

の
確
認
を
行
っ
た
。

□

６
月
25
日
（
水
）
・
７

月
14
日
（
月
）
・
17
日

（
木
）
・
23
日
（
水
）

○

「
議
会
だ
よ
り
」
第

１
８
２
号
の
確
認
作
業

を
行
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会


